
一般貸切旅客自動車運送事業 法令試験問題
試験実施日 令和8年5月20日

事業者名         　       　　　

受験者名                         

【注意事項】

 １．試験時間は、４５分間です。

 ２．回答はボールペンで記載してください。

 ３．試験開始の合図があるまで、問題は開けないでください。

 ４．問題用紙は、表紙を含めて ６ 枚です。

 ５．問題用紙は、持ち帰らないでください。

 ６．不正な行為をされた場合は、直ちに受験を停止し、退場いただきます。
 　　なお、試験は不合格となります。

中部運輸局

訂正する場合 訂正する場合
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問１ 次の文章のうち正しいものには○印を、誤っているものには×印を
  （    ）内に記入して下さい。

1 旅客自動車運送事業者は、過労の防止を十分考慮して、国土交通大臣が告示で定める
基準に従って、事業用自動車の運転者の勤務時間及び乗務時間を定め、当該運転者に
これらを遵守させなければならない。

(                                           )

2 一般貸切旅客自動車運送事業者は、毎事業年度の経過後百日以内に毎事業年度に係る
事業報告書を管轄地方運輸局長に提出しなければならない。

(                                           )

3 一般旅客自動車運送事業者は、運賃及び料金並びに運送約款を示した後でなければ、
これを実施してはならない。

(                                           )

4 旅客自動車運送事業者は、旅客を運送中に事故により運行を中断したときは、当該旅
客の運送の継続や出発地まで送還するなどの適切な処置により旅客を保護しなければ
ならない。

(                                           )

5 一般貸切旅客自動車運送事業とは、一個の契約により乗車定員十人以上の自動車を貸
し切って旅客を運送する一般旅客自動車運送事業である。

(                                           )

6 一般旅客自動車運送事業者は、輸送の安全の確保に関し、安全統括管理者のその職務
を行う上での意見を尊重しなければならない。

(                                           )

7 一般旅客自動車運送事業者は、運賃及び料金の収受又は払戻しに関する事項につい
て、事業計画に定めなければならない。

(                                           )

8 大型自動車使用者等は、整備管理者を選任したときは、その日から十五日以内に、地
方運輸局長にその旨を届け出なければならない。

(                                           )
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9 旅客自動車運送事業者は、自動車が転覆し、死者又は重傷者が生じた事故等、国土交
通省令で定められている一定の事故を引き起こした場合については、二十四時間以内
に事故の概要を運輸監理部長又は運輸支局長に速報しなければならないが、速報を
行った場合については、事故の日から三十日以内に行う自動車事故報告書の提出を省
略することができる。

(                                           )

10 一般旅客自動車運送事業者は、いかなる場合であっても、運送の引受け又は継続を拒
絶・制限をしてはならない。

(                                           )

11 一般貸切旅客自動車運送事業者は、運賃又は料金を収受したときは、運賃又は料金の
計算基礎を記載した領収書を発行しなければならない。ただし、乗車券を発行したと
きは、この限りではない。

(                                           )

12 一般貸切旅客自動車運送事業を経営しようとする者は、道路運送法に規定されている
一般貸切旅客自動車運送事業の許可を受けなければならない。

(                                           )

13 一般旅客自動車運送事業者は、その名義を他人に利用させてはならないが、事業を貸
し渡してもよい。

(                                           )

14 一般貸切旅客自動車運送事業者は、事業用自動車の運行を管理する営業所ごとに運行
管理者資格者証を有する者の中から運行管理者を選任しなければならない。

(                                           )

15 一般旅客自動車運送事業者が、許可に付された条件に違反したときは、許可の取り消
しを受ける場合がある。

(                                           )
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問２  次の設問の（   ）に、法及び規則並びに告示等の文に照らし、正
  しい語句を記載して下さい。

16 自動車の使用者は、自動車の点検をし、及び必要に応じ整備をすることにより、当該
自動車を（     ）に適合するように維持しなければならない。

(                                           )

17 一般貸切旅客自動車運送事業者は、運送の申込者に対して当該運送の引受けに際し（
）又はこれに類するものを支払つた場合には、その額を記載した書類を、運送引受書
の写しとともに、当該運送の終了の日から三年間保存しなければならない。

(                                           )

18 旅客自動車運送事業に従事する自動車運転者の一日の拘束時間は１３時間を超えない
ものとし、当該拘束時間を延長する場合であっても、最大拘束時間は（    ）と
する。

(                                           )

19 旅客自動車運送事業者は、乗務員等が事業用自動車の運行の安全の確保のために遵守
すべき事項及び乗務員等の（     ）についての規律を定めなければならない。

(                                           )

20 一般貸切旅客運送事業者が省令で定める特別な指導として、初任運転者に対して行う
安全運転の実技は何時間以上実施しなければならないか。正しい時間を記載しなさ
い。

(                                           )
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問３ 以下の各設問の（   ）内に、正しい語句をア～ウの中から選択し、記入し
て下さい。

21 旅客自動車運送事業者たる法人の代表権を有しない役員の変更にあっては、前年７月
１日から６月３０日までの期間に係る変更について、毎年（    ）までに届け出
るものとする。

〔    ア．３月３１日 イ．５月３１日 ウ．７月３１日    〕

22 一般貸切旅客自動車運送事業は、点呼を行ったときは、その状況を録音及び録画（電
話その他の方法により点呼を行う場合にあっては、録音のみ）して電磁的方法により
記録媒体に記録し、かつ、その記録を（    ）保存しなければならない。

〔    ア．六十日間  イ．九十日間  ウ．百二十日間    〕

23 一般貸切旅客自動車運送事業者は、旅客の運賃及び料金を定め、（    ）、国土
交通大臣に届け出なければならない。これを変更しようとするときも同様とする。

〔    ア．あらかじめ イ．事後に ウ．運送開始前に    〕

24 道路運送法の目的は道路運送の（    ）の利益の保護及びその利便の増進を図る
とともに、道路運送の総合的な発達を図り、もつて公共の福祉を増進することであ
る。

〔    ア．利用者 イ．事業者 ウ．申請者    〕

25 旅客自動車運送事業者は、事業用自動車につき、点検整備、（    ）の選任及び
検査に関する道路運送車両法の規定に従うほか、その他定める事項を遵守しなければ
ならない。

〔    ア．運行管理者 イ．整備管理者 ウ．従業員    〕

26 旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者は、乗務しようとするとき及び乗務を
終了したときは、当該旅客自動車運送事業者が行う（    ）を受け、報告をする
こと。

〔    ア．点呼 イ．確認 ウ．面談    〕

27 一般旅客自動車運送事業者は、（    ）の変更をしようとするときは、国土交通
大臣の認可を受けなければならない。

〔    ア．運行計画 イ．事業計画 ウ．運行回数    〕
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28 一般旅客自動車運送事業者は、輸送の安全の確保が最も重要であることを自覚し、絶
えず輸送の安全性の（    ）に努めなければならない。

〔    ア．向上 イ．維持 ウ．確保    〕

29 一般貸切旅客自動車運送事業者は、（    ）に運行指示書を作成する。
〔    ア．運転者ごとに イ．車両ごと ウ．運行ごと    〕

30 一般旅客自動車運送事業者は、発地及び着地（    ）その営業区域外に存する旅
客の運送（路線を定めて行うものを除く）をしてはならない。

〔    ア．のいずれもが イ．のどちらかが ウ．に関係なく    〕
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問１ 次の文章のうち正しいものには○印を、誤っているものには×印を（    ）内に
  記入して下さい。

1 旅客自動車運送事業者は、過労の防止を十分考慮して、国土交通大臣が告示で定める基準に
従って、事業用自動車の運転者の勤務時間及び乗務時間を定め、当該運転者にこれらを遵守さ
せなければならない。

(    ○    )
(    運輸規則第２１条    )

2 一般貸切旅客自動車運送事業者は、毎事業年度の経過後百日以内に毎事業年度に係る事業報告
書を管轄地方運輸局長に提出しなければならない。

(    ○    )
(    旅客自動車運送事業等報告規則第２条    )

3 一般旅客自動車運送事業者は、運賃及び料金並びに運送約款を示した後でなければ、これを実
施してはならない。

(    ○    )
(    運輸規則第４条    )

4 旅客自動車運送事業者は、旅客を運送中に事故により運行を中断したときは、当該旅客の運送
の継続や出発地まで送還するなどの適切な処置により旅客を保護しなければならない。

(    ○    )
(    運輸規則第１８条    )

5 一般貸切旅客自動車運送事業とは、一個の契約により乗車定員十人以上の自動車を貸し切って
旅客を運送する一般旅客自動車運送事業である。

(    ×    )
(    道路運送法第３条、道路運送法施行規則第3条の2    )

6 一般旅客自動車運送事業者は、輸送の安全の確保に関し、安全統括管理者のその職務を行う上
での意見を尊重しなければならない。

(    ○    )
(    道路運送法第２２条の２    )

7 一般旅客自動車運送事業者は、運賃及び料金の収受又は払戻しに関する事項について、事業計
画に定めなければならない。

(    ×    )
(    施行規則第４条第７項、施行規則第１２条第２項    )

8 大型自動車使用者等は、整備管理者を選任したときは、その日から十五日以内に、地方運輸局
長にその旨を届け出なければならない。

(    ○    )
(    道路運送車両法第５２条    )
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9 旅客自動車運送事業者は、自動車が転覆し、死者又は重傷者が生じた事故等、国土交通省令で
定められている一定の事故を引き起こした場合については、二十四時間以内に事故の概要を運
輸監理部長又は運輸支局長に速報しなければならないが、速報を行った場合については、事故
の日から三十日以内に行う自動車事故報告書の提出を省略することができる。

(    ×    )
(    自動車事故報告規則第４条    )

10 一般旅客自動車運送事業者は、いかなる場合であっても、運送の引受け又は継続を拒絶・制限
をしてはならない。

(    ×    )
(    道路運送法第１３条    )

11 一般貸切旅客自動車運送事業者は、運賃又は料金を収受したときは、運賃又は料金の計算基礎
を記載した領収書を発行しなければならない。ただし、乗車券を発行したときは、この限りで
はない。

(    ○    )

(    運輸規則第１０条    )

12 一般貸切旅客自動車運送事業を経営しようとする者は、道路運送法に規定されている一般貸切
旅客自動車運送事業の許可を受けなければならない。

(    ○    )

(    道路運送法第４条    )

13 一般旅客自動車運送事業者は、その名義を他人に利用させてはならないが、事業を貸し渡して
もよい。

(    ×    )

(    道路運送法第３３条    )

14 一般貸切旅客自動車運送事業者は、事業用自動車の運行を管理する営業所ごとに運行管理者資
格者証を有する者の中から運行管理者を選任しなければならない。

(    ○    )

(    運輸規則第４７条の９    )

15 一般旅客自動車運送事業者が、許可に付された条件に違反したときは、許可の取り消しを受け
る場合がある。

(    ○    )

(    道路運送法第４０条    )
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問２  次の設問の（   ）に、法及び規則並びに告示等の文に照らし、正しい語句を記載し
て下さい。

16 自動車の使用者は、自動車の点検をし、及び必要に応じ整備をすることにより、当該自動車を
（     ）に適合するように維持しなければならない。

(    保安基準    )

(    道路運送車両法第４７条    )

17 一般貸切旅客自動車運送事業者は、運送の申込者に対して当該運送の引受けに際し（
）又はこれに類するものを支払つた場合には、その額を記載した書類を、運送引受書の写しと
ともに、当該運送の終了の日から三年間保存しなければならない。

(    手数料    )

(    運輸規則第７条の２    )

18 旅客自動車運送事業に従事する自動車運転者の一日の拘束時間は１３時間を超えないものと
し、当該拘束時間を延長する場合であっても、最大拘束時間は（    ）とする。

(    １５時間    )

(    自動車運転者の労働時間等の改善のための基準第５条    )

19 旅客自動車運送事業者は、乗務員等が事業用自動車の運行の安全の確保のために遵守すべき事
項及び乗務員等の（     ）についての規律を定めなければならない。

(    服務    )

(    運輸規則第４１条    )

20 一般貸切旅客運送事業者が省令で定める特別な指導として、初任運転者に対して行う安全運転
の実技は何時間以上実施しなければならないか。正しい時間を記載しなさい。

(    ２０時間    )

(  旅客自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針第２章２  )
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問３ 以下の各設問の（   ）内に、正しい語句をア～ウの中から選択し、記入して下さ
い。

21 旅客自動車運送事業者たる法人の代表権を有しない役員の変更にあっては、前年７月１日から
６月３０日までの期間に係る変更について、毎年（ ウ ）までに届け出るものとする。

〔    ア．３月３１日 イ．５月３１日 ウ．７月３１日    〕

(    施行規則第６６条    )

22 一般貸切旅客自動車運送事業は、点呼を行ったときは、その状況を録音及び録画（電話その他
の方法により点呼を行う場合にあっては、録音のみ）して電磁的方法により記録媒体に記録
し、かつ、その記録を（ イ ）保存しなければならない。

〔    ア．六十日間  イ．九十日間  ウ．百二十日間    〕

(    運輸規則第２４条    )

23 一般貸切旅客自動車運送事業者は、旅客の運賃及び料金を定め、（ ア ）、国土交通大臣に
届け出なければならない。これを変更しようとするときも同様とする。

〔    ア．あらかじめ イ．事後に ウ．運送開始前に    〕

(    道路運送法第９条の２    )

24 道路運送法の目的は道路運送の（ ア ）の利益の保護及びその利便の増進を図るとともに、
道路運送の総合的な発達を図り、もつて公共の福祉を増進することである。

〔    ア．利用者 イ．事業者 ウ．申請者    〕

(    道路運送法第１条    )

25 旅客自動車運送事業者は、事業用自動車につき、点検整備、（ イ ）の選任及び検査に関す
る道路運送車両法の規定に従うほか、その他定める事項を遵守しなければならない。

〔    ア．運行管理者 イ．整備管理者 ウ．従業員    〕

(    運輸規則第４５条    )

26 旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者は、乗務しようとするとき及び乗務を終了した
ときは、当該旅客自動車運送事業者が行う（ ア ）を受け、報告をすること。

〔    ア．点呼 イ．確認 ウ．面談    〕

(    運輸規則第５０条    )

27 一般旅客自動車運送事業者は、（ イ ）の変更をしようとするときは、国土交通大臣の認可
を受けなければならない。

〔    ア．運行計画 イ．事業計画 ウ．運行回数    〕

(    道路運送法第１５条    )
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28 一般旅客自動車運送事業者は、輸送の安全の確保が最も重要であることを自覚し、絶えず輸送
の安全性の（ ア ）に努めなければならない。

〔    ア．向上 イ．維持 ウ．確保    〕

(    道路運送法第２２条    )

29 一般貸切旅客自動車運送事業者は、（ ウ ）に運行指示書を作成する。

〔    ア．運転者ごとに イ．車両ごと ウ．運行ごと    〕

(    運輸規則第２８条の２    )

30 一般旅客自動車運送事業者は、発地及び着地（ ア ）その営業区域外に存する旅客の運送
（路線を定めて行うものを除く）をしてはならない。

〔    ア．のいずれもが イ．のどちらかが ウ．に関係なく    〕

(    道路運送法第２０条    )
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